
一般国道２号 玉島バイパス

事後評価

平成１７年１２月

国土交通省 中国地方整備局

たま しま
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位置図

至 鳥取

至 福山

至 姫路

N

一般国道２号一般国道２号
玉島バイパス玉島バイパス

倉敷市

岡山市

位置図
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延長 ７．６km ９．４km ４．５km ９．３km ３８．３km

－

－

都市計画
決定

平成１２年８月 昭和４７年８月 昭和４１年８月～昭和４９年４月

事業着手 昭和４７年度 昭和３８年度

本線供用 － － 平成１１年３月 全線暫定供用
平成１４年７月
暫定供用

至 福山

至 姫路

概要玉島バイパスの位置づけ

倉敷市

岡山市

昭和６３年８月

昭和６３年度 平成１３年度
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概要

８０ｋｍ／ｈ設計速度

４０～４２ｍ幅 員

第３種第１級規 格

９．３㎞延 長

おおにし

（自）倉敷市大西
たましま あがさき

（至）倉敷市玉島阿賀崎
区 間

事業の概要
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概要

H６年３月 Ｈ元年１１月

Ｓ56年3月

Ｈ１４年７月Ｈ１０年３月
－

本線２／４
供用

－－－－副道２車供用

2.66
㎞

S47年8月15日都市計画
決定

1.32
㎞

0.52
㎞

1.11
㎞

1.39
㎞

S52年度

S49年度

S47年度

0.7
km

0.63
㎞

工事着手

0.97
㎞

用地着手

事業着手

延長

至 福山

至 姫路

①② ③

④

⑥ ⑦ ⑧

⑤

S58年12月 H13年5月 S60年１1月
④③⑦⑤ ②

①② ③

事業経緯

Ｈ6ネットワーク概成Ｓ58年１１月 Ｓ60年１１月

⑧⑥
Ｈ14本線2車全線供用

Ｈ6ネットワーク概成

Ｈ14本線2車全線供用
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国
道
４
２
９
号
（旧
国
道

2号
）

国
道
２
号

玉
島
バ
イ
パ
ス

至 姫路 平成１７年８月２７日撮影

至 福山

概要空から見た玉島バイパス
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概要国道４２９号（旧国道２号）の状況

倉敷市玉島乙島付近の状況（Ｈ５年）
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玉島
バイ
パス

平成１７年１１月撮影

玉島バイパスの沿線状況 概要
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玉島ＢＰ

国道４２９号

（千台／日）
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S58 H6 H17

玉島ＢＰ

国道４２９号

（千台／日）

国道429
号

玉島バイパス N

至 福山

至 姫路

※資料：道路交通センサス（ただしH17はH17.9交通量調査結果）

高梁川断面の交通量 高梁川断面の大型車交通量

Ｈ１４本線２車全線供用

Ｈ６ネットワーク概成 59

72 Ｈ１４本線２車全線供用

14

17

交通量の変化

高梁川
断面

(64%)

(36%)

(68%)

(32%)

(82%)

(18%)(29%)

(71%)

Ｈ６ネットワーク概成

概要



9

本事業の評価指標

●都市の再生

●国土・地域ネットワークの構築

●事業の投資効果

●安全で安心できる暮らしの確保

●生活環境の改善・保全

●円滑なモビリティの確保

●災害への備え

・渋滞損失時間の変化 P10

・旅行速度の状況 P11

・新幹線駅へのアクセス状況 P12

・岡山空港へのアクセス状況 P13

・日常活動圏中心都市へのアクセス状況 P14

・三次医療施設へのアクセス状況 P15

・沿道まちづくりとの連携 P16

・緊急輸送道路の指定状況
・山陽道との並行路線

P17

・環境（大気質）の状況 P18

・費用便益分析 P19

●地球環境の保全

Contents
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渋滞損失時間

＜渋滞損失時間の算出方法＞
渋滞損失時間は以下の式より算出した。

渋滞損失時間＝
Σ｛（区間の距離／日平均旅行速度）－（区間の距離／基準旅行速度）｝

×日平均交通量×平均乗車人数×365日

＜算出条件＞
（整備なし）H11センサスODを基に、各区間の交通量と日平均旅行速度を

推計して算出
（整備あり）H17年9月に測定した各区間の交通量と日平均旅行速度より算出

なお、基準旅行速度は、「主要指標現況値算出マニュアル（案）」より50km/hとする。

渋滞損失時間の変化 ●円滑なモビリティの確保

玉島バイパス N

至 福山
至 姫路

4,536

1,234

1,079

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

整備なし 整備あり

ＢＰ

R429

(千人・時間/年)

2,223
（49%）

4,536

2,313
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28.728.4

0
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供用前 供用後

(km/h)

25.9 26.1

0

5

10

15

20

25

30

供用前 供用後

(km/h)

23.5

13.4

0

5

10

15

20

25

30

供用前 供用後

(km/h)

Ｌ＝９．３ｋｍ

唐船交差点唐船交差点

N

※所要時間及び旅行速度の算出
・供用前：S58道路交通センサス（混雑時平均旅行速度）
・供用後：H17.9プローブ調査結果（朝ピーク時(7,8時台)と夕ピーク時(17,18時台)の平均旅行速度）

旅行速度の状況

大西交差点大西交差点

供用後：１８分

供用前：２９分
供用後：２２分

旅行速度の変化

【ｾﾝｻｽ区間1146】 【ｾﾝｻｽ区間1147】 【ｾﾝｻｽ区間1148】

●円滑なモビリティの確保
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供用後のルート
（玉島BP経由）

供用前のルート
（国道429号経由）

玉島バイパス

倉敷市
(市役所付近)

※所要時間の算出
・供用前：S58道路交通センサス（混雑時平均旅行速度）
・供用後：H17.9プローブ調査結果（朝ピーク時(7,8時台)と夕ピーク時(17,18時台)の平均旅行速度）

新幹線駅へのアクセス状況 ●円滑なモビリティの確保

429

430

２

■新幹線駅へのアクセス状況

供用前 供用後 差

所要時間(分) 21 11 10

延長(km) 6.6 6.3 0.3

所要時間(分) 21 17 4

延長(km) 10.5 9.8 0.7

金光町～新倉敷駅

倉敷市～新倉敷駅

新
倉
敷
駅

金光町
(役場付近)
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供用後のルート
（玉島BP経由）

供用前のルート
（国道429号経由）

※所要時間の算出
・供用前：S58道路交通センサス（混雑時平均旅行速度）
・供用後：H17.9プローブ調査結果（朝ピーク時(7,8時台)と夕ピーク時(17,18時台)の平均旅行速度）

岡山空港へのアクセス状況 ●円滑なモビリティの確保

岡山市

倉敷市

大西交差点

■岡山空港へのアクセス状況

供用前 供用後 差

所要時間(分) 96 81 15

延長(km) 41.8 41.6 0.2

所要時間(分) 32 21 11
延長(km) 11.3 11.1 0.2
所要時間(分) 65 60 5
延長(km) 30.5 30.5 0.0

大西交差点～岡山空港

金光町～岡山空港

金光町～大西交差点
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アクセス状況 所要
時間
(分)

延長
(km)

供用前 40 15.9

供用後 27 15.7

差 13 0.2

供用前 45 19.7

供用後 32 19.5

差 13 0.2

供用前 55 25.9

供用後 43 25.7

差 12 0.2

H12国勢調査による
就業者の通勤先

鴨方町
　～倉敷市

鴨
方
町

寄
島
町

寄島町
　～倉敷市

日常活動圏中心都市への

金
光
町

金光町
　～倉敷市

町
名

日常活動圏中心都市へのアクセス状況

※所要時間の算出
・供用前：S58道路交通センサス（混雑時平均旅行速度）
・供用後：H17.9プローブ調査結果（朝ピーク時(7,8時台)と
夕ピーク時(17,18時台)の平均旅行速度）

●国土・地域ネットワークの構築

資料：Ｈ１２国勢調査
※全交通機関を対象

自町内
43%

倉敷市
16%

笠岡市
9%

鴨方町
7%

その他
6%

岡山市
6%

福山市
6%

里庄町
7% ３，０８２人

自町内
38%

倉敷市
31%

岡山市
9%

鴨方町
7%

その他
9%

笠岡市
4%

里庄町
3%

５，８２５人

自町内
40%

倉敷市
22%

里生町
9%

笠岡市
8%

その他
9%

岡山市
7%

福山市
6%

９，４７３人

玉島バイパス

倉敷市
(市役所付近)供用後のルート

（玉島BP経由）

鴨方町
(役場付近)

寄島町
(役場付近)

供用前のルート
（国道429号経由）

430430

430430

429429

２２

２２

486486

金光町
(役場付近)



三次医療施設へのアクセス状況 ●安全で安心できる暮らしの確保

玉島バイパス

供用後
のルート

※県内の第三次救急医療施設
○川崎医科大学付属病院（倉敷市松島）
○岡山赤十字病院（岡山市青江）
○津山中央病院（津山市川崎）

供用前
のルート

川崎医大
附属病院

※所要時間の算出
・供用前：S58道路交通センサス（混雑時平均旅行速度）
・供用後：H17.9プローブ調査結果（朝ピーク時(7,8時台)と夕ピーク時(17,18時台)の平均旅行速度）

486

金光町
(役場付近)

430

430

２

429

■三次医療施設へのアクセス状況

供用前 供用後 差

所要時間(分) 59 41 18

延長(km) 25.3 25.1 0.2

金光町～
川崎医科大学付属病院
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沿道まちづくりとの連携

玉島バイパスに接続する土地区画整理事業区域内の
新倉敷停車場線

新倉敷駅

国道
２号

玉島
バイ
パス

至 福山

新倉敷駅南第二土地区画整理事業
（22.8ha）

至 姫路

新倉敷駅南第一土地区画整理事業
（26.8ha）

●都市の再生

倉
敷
美
袋
線

新
倉
敷
停
車
場
線

新
倉
敷
停
車
場
線

S50.3 山陽新幹線

S56.10 都市計画決定

S61.2    工事着手

H17.7 完成

H5.8   都市計画決定

H6.12 工事着手

H17.7 完成

●玉島バイパスに接する

土地区画整理事業区域内

に立地する大型小売り店舗

④H15.4開店

H8.10開店

⑤H15.10開店

②H14.4開店

③H14.7開店

１

２

３

４
５

１ 2

3 4 5

新倉敷駅開業
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玉島バイパス

緊急輸送道路の指定状況・山陽道との並行路線

新霞橋

第１次緊急輸送道路第１次緊急輸送道路

●災害への備え

高梁川大橋

Ｓ 44年度架橋

S39年度道路橋仕方書対応

橋脚の耐震補強が必要

新霞橋（国道429号）

高梁川大橋（国道2号玉島バイパス）

Ｓ60年度架橋

S55年度道路橋仕方書対応
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7.5

2.0

4.7

0.0
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2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

整備なし 整備あり

ＢＰ

R429

(万t/年)

388

74

194

0

50

100

150

200
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450

整備なし 整備あり

ＢＰ

R429

(t/年)

37

7

19

0

5

10

15

20

25

30

35

40

整備なし 整備あり

ＢＰ

R429

(t/年)

環境（大気質）の状況
●地球環境の保全

●生活環境の改善・保全

ＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の算出条件

○参照マニュアル ： 「客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法（案）」

（平成１５年１１月２５日：国土交通省 道路局企画課 都市・地域整備局街路課）

○分析対象区間 ： 当該道路の供用による影響を受ける区間とする。（ＢＰ+現道）

○算定方法 ： （整備なし）H11センサスODを基に、各区間の交通量と日平均旅行速度を推計して算出

（整備あり）H17年9月に測定した各区間の交通量と日平均旅行速度より算出

○排出原単位 ： 「客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法（案）」（平成１２年値）

ＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭ排出量の算出条件

○参照マニュアル ： 「客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法（案）」

（平成１５年１１月２５日：国土交通省 道路局企画課 都市・地域整備局街路課）

○分析対象区間 ： 当該道路の供用による影響を受ける区間とする。（ＢＰ+現道）

○算定方法 ： （整備なし）H11センサスODを基に、各区間の交通量と日平均旅行速度を推計して算出

（整備あり）H17年9月に測定した各区間の交通量と日平均旅行速度より算出

○排出原単位 ： 「客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法（案）」（平成１２年値）

ＣＯＣＯ２２

ＮＯＮＯｘｘ

ＳＰＭＳＰＭ

0.8
（11%）

120
（31%）

11
（30%）

7.57.5
6.76.7

388388

268268

2626

3737
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費用便益比の算出条件費用便益比の算出条件

○適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」（平成１５年８月：国土交通省 道路局 都市・地域整備局）

○基準年次 ： 平成17年

○検討期間 ： 供用後40年

○費用 ： 改築費と維持修繕費の合計。

＊改築費に要した単純合計（単純価値）（S47～H14）は511億円であるが、割引率0.04を用いて現在（基準年次：H17）の価値に換算すると990億円となる。

＊維持修繕費に要する単純合計（単純価値）（H6～H53）は159億円であるが、割引率0.04を用いて現在（基準年次：H17）の価値に換算すると114億円となる。

＊維持修繕費単価は、費用便益分析マニュアルによる。

○便益 ： 便益は、道路整備前後における①走行時間短縮便益②走行費用減少便益③交通事故減少便益の合計。

＊便益は、H6～H53の合計。部分供用時に発生する便益も含めて算出。

＊上記便益は、Ｈ１１年道路交通センサスOD表に基づき推計した交通量を用いて算出

＊便益についても、改築費同様、年度毎に現在価値の算出をおこなっている。

＊走行時間短縮便益、走行費用減少便益、交通事故減少便益の各単価については、費用便益分析マニュアルによる。

○適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」（平成１５年８月：国土交通省 道路局 都市・地域整備局）

○基準年次 ： 平成17年

○検討期間 ： 供用後40年

○費用 ： 改築費と維持修繕費の合計。

＊改築費に要した単純合計（単純価値）（S47～H14）は511億円であるが、割引率0.04を用いて現在（基準年次：H17）の価値に換算すると990億円となる。

＊維持修繕費に要する単純合計（単純価値）（H6～H53）は159億円であるが、割引率0.04を用いて現在（基準年次：H17）の価値に換算すると114億円となる。

＊維持修繕費単価は、費用便益分析マニュアルによる。

○便益 ： 便益は、道路整備前後における①走行時間短縮便益②走行費用減少便益③交通事故減少便益の合計。

＊便益は、H6～H53の合計。部分供用時に発生する便益も含めて算出。

＊上記便益は、Ｈ１１年道路交通センサスOD表に基づき推計した交通量を用いて算出

＊便益についても、改築費同様、年度毎に現在価値の算出をおこなっている。

＊走行時間短縮便益、走行費用減少便益、交通事故減少便益の各単価については、費用便益分析マニュアルによる。

事業の投資効果

●費用便益分析結果

●事業の投資効果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致していない。

①費 用

改 築 費 維持修繕費 合 計

990億円 114億円 1,104億円

②便 益

走行時間
短縮便益

走行費用
減少便益

交通事故
減少便益

合 計

5,102億円 653億円 158億円 5,913億円

③結 果

費用便益費（Ｂ／Ｃ） 5.4

基準年における
現在価値（Ｃ）

基準年における
現在価値（Ｂ）
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■道路交通に関する効果

○渋滞損失時間の削減

○旅行速度の改善

○交通拠点等へのアクセス改善

新幹線駅、岡山空港、日常活動圏中心都市、救急医療施設

■地域に関する効果

○周辺地域開発の支援

■事業の投資効果

○費用便益比（Ｂ／Ｃ） ５．４

以上のとおり、事業に伴う整備効果の発現がみられることから、今後の改善措置の
必要性および再事後評価の必要性はないと考えられる。

以上のとおり、事業に伴う整備効果の発現がみられることから、今後の改善措置の
必要性および再事後評価の必要性はないと考えられる。

まとめ事後評価のまとめ

■環境に関する効果

○大気質（CO2、NOX、SPM）の改善
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